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リサイクルの推進
資源集団回収を始めませんか？２２

　　　団体
（町内会・PTAなど）回収業者 市

買い取り

回収品の排出

交付申請

奨励金の交付

　地域の皆さん（町内会、PTA、近所の方々など）
が２世帯以上集まって、日時・回収場所・品目・
回収業者を決めて資源を持ち寄り、直接回収業
者に引き渡す自主的な資源回収です。回収量に
応じて、市から奨励金（１キロ当たり３円）を
交付しています。

資源集団回収とは？

① 瓶類
（1.8 リットル瓶、ビール瓶など）

② 金属類
（アルミ缶、スチール缶、鉄など）

③ 紙類
（新聞紙、段ボール、雑誌など）

④ 衣類
※㈱遠藤商店のみ買い取り

対象品目

　資源集団回収は、地域の結び付き
を強め、ごみ減量やリサイクルに対
する意識の向上にもつながります。
ご協力をお願いします。

≪昨年度の実績≫

実施団体数
回収量（換算重量）　【㎏】 奨励金

【円】瓶類 金属類 紙類 衣類 計

73団体 4,744.0 35,252.3 421,842.5 140.0 461,978.8 1,385,918

▲南小学校PTAでも資源集団回収に取り組んでいます

リデュース（Reduce)

・マイバックを持参し、レジ袋  
   はもらわない。
・食材は使いきる、料理は食べ 
   きる、生ごみは水気をきるの
　「３つのきる」を実践

ごみになるものを
減らす

リユース（Reuse)

・フリーマーケットやリサイク 
   ルショップを上手に活用
・着なくなった服は、捨てずに
   衣類回収ボックスへ

物を繰り返し
使用する

リサイクル（Recycle)

・買い物のついでにスーパーの店  
   頭回収を活用
・お菓子や食品の箱などの紙製容 
   器包装、段ボール、新聞紙など 
   の紙ごみは資源ごみへ

資源として
再び利用する

ごみを捨てる前に、
少し考えてみませんか？
市民の皆さんのご協力
が、ごみを減らす一歩に
つながります！

STEPSTEP

３Ｒに関する意識啓発の推進
家庭ですぐできる３つの取り組み ３３STEPSTEP
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